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1. 【製品および会社情報】

： PK－２０８・２０９　ダイヤシール

： 三喜工業株式会社

： 千葉県千葉市中央区今井１－４－１６

： 企画開発部

： ０４３－２６２－８１００

： ０４３－２６３－２６３８

： ０４３－２６２－８１００

： ＳＤＳ－２１０

2. 【危険有害性の要約】

爆発物 ： 分類対象外

可燃性又は引火性ガス ： 分類対象外

エアゾール ： 分類対象外

支燃性又は酸化性ガス ： 分類対象外

高圧ガス ： 分類対象外

引火性液体 ： 分類対象外

可燃性固体 ： 区分外

自己反応性化学品 ： 分類対象外

自然発火性液体 ： 分類対象外

自然発火性固体 ： 分類対象外

自己発熱性化学品 ： 分類対象外

水反応可燃性化学品 ： 分類対象外

酸化性液体 ： 分類対象外

酸化性固体 ： 分類対象外

有機過酸化物 ： 分類対象外

金属腐食性物質 ： 分類対象外

急性毒性(経口) ： 分類できない

急性毒性(経皮)  ： 分類できない

急性毒性(吸入：気体) ： 分類対象外

急性毒性(吸入：蒸気) ： 分類できない

急性毒性(吸入：粉塵又はミスト)  ： 分類できない

皮膚腐食性及び皮膚刺激性 ： 分類できない

眼に対する重篤な損傷性又は眼刺激性 ： 分類できない

呼吸器感作性 ： 分類できない

皮膚感作性 ： 分類できない

生殖細胞変異原性 ： 分類できない

発がん性 ： 分類できない
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生殖毒性 ： 分類できない

特定標的臓器毒性(単回ばく露) ： 分類できない

特定標的臓器毒性(反復ばく露) ： 分類できない

吸引性呼吸器有害性 ： 分類できない

水性環境有害性(急性) ： 分類できない

水性環境有害性(慢性) ： 分類できない

オゾン層への有害性 ： 分類できない

絵表示又はシンボル ： 無し

注意喚起語 ： 無し

危険有害性情報 ： 無し

注意書き 【安全対策】 使用前に取扱説明書(SDS)を入手すること。

すべての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。

状況に応じて、保護手袋、保護衣、保護眼鏡、保護面を着用すること。

【応急措置】 ばく露又はばく露の懸念がある場合、医師の診断、手当てを受けること。

【貯蔵】 火気及び水濡れ厳禁とする。

【廃棄】 当該製品及び包装材料を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物業者に

委託して廃棄すること。

3. 【組成・成分情報】

： 混合物（セルロース、ロックウール繊維の複合物）

セルロース系繊維

ポリエステル繊維

アクリル系樹脂

4. 【応急措置】

： 粉塵等を多量に吸い込んだときは、被災者を空気の新鮮な場所に移動し、

呼吸しやすい姿勢で休息させること。

何か症状のあるときは、医師の診断を受けること。

皮膚に付着した場合  ： 接触部を多量の水と石けんで洗うこと。

痛みが残ったり、何か症状のあるときは医師の診断を受けること。

： 水で数分間注意深く洗うこと。

次に、コンタクトレンズを着用していて容易に外せる場合は外すこと。

その後も洗浄を続けること。

何か症状のあるときは、医師の診断を受けること。

： 吐かせた後、医師の診断を受けること。

5. 【火災時の措置】

： 粉末消火剤、散水。

： 火元への燃焼源を断ち、消火剤あるいは水を使用して消火する。

： 適切な保護具（呼吸用保護具、耐熱性着衣　等）を着用する。消火を行う者の保護
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6. 【漏出時の措置】

： 作業の際には、保護具を着用し、粉塵等を吸入しないようにする。

環境に対する注意事項 ： 漏出した製品が河川等に排出され、環境への影響を起こさないように注意する。

封じ込め 及び 浄化の方法 ： 少量の場合は、ほうき等で掃き集める。

及び 機材 火災を発生しない安全な用具を使用する。

7. 【取扱い及び保管上の注意】

： 飛散した粉塵を吸い込まないようにする。

使用条件下での水分変化を避ける。

周辺での高温物、スパーク、火気の使用を禁止する。

： 建屋内に保管し、濡らさない。

直射日光を避け、高温多湿条件下での保管は避ける。

火気厳禁とする。

8. 【暴露防止及び保護措置】

： 鉱物性粉塵の遊離けい酸含有率0％として、

吸入性粉塵　　管理濃度　　　　　　3.0mg/㎥

： 日本産業衛生学会(2017年度版)：粉塵の許容濃度

個別の成分として、

ロックウール繊維　許容濃度１繊維/mL(TWA)

： 局所排気装置等の設置。(取扱い及び使用時に、粉塵の飛散があるとき)

： 長時間の粉塵吸入は咳や肺機能低下を引き起こす可能性がある。

状況に応じて、防塵マスク、保護手袋、ゴーグル型保護眼鏡、保護衣等を

使用すること。

9. 【物理的及び化学的性質】

物理化学的性質

： 乾燥したシート状の固体

： 白色から黄白色

： ０.１８～０.２３ｇ/㎤

： ２００～５００℃（含有有機質）

10. 【安定性及び反応性】

： 貯蔵や、出荷時、あるいは使用時などの通常の条件下では安定。

： 貯蔵や、出荷時、あるいは使用時などの通常の条件下では安定。

　避けるべき条件 ： 火気、高温多湿、直射日光等。

　混触危険物質 ： データ無し

　危険有害な分解生成物 ： データ無し
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11. 【有害性情報】

混合物としての有害情報

　急性毒性 ： 粉塵の中に吸引性繊維が含まれる為、長時間にわたり多量に吸引した場合、

呼吸器系障害を生じる恐れがある。

　皮膚腐食性及び皮膚刺激性 ： 皮膚に付着した場合、痒みや紅斑を生じることがあるが、一過性で慢性の

障害を生じることは無いとされている。

　眼に対する重篤な損傷性 ： 眼に入った場合、物理的な刺激作用がある。

　　又は眼刺激性

　呼吸器感作性 ： データ無し

　皮膚感作性 ： データ無し

　生殖細胞変異原性 ： データ無し

　発がん性 ： データ無し

ロックウールはグラスウールと共にIARC(国際がん研究機関)では、

グループ３(人に対する発がん性が分類できない)に該当する。

　生殖毒性 ： データ無し

　特定標的臓器毒性 ： データ無し

　吸引性呼吸器有害性 ： データ無し

12. 【環境影響情報】

： データ無し

： データ無し

： データ無し

： データ無し

： データ無し

13. 【廃棄上の注意】

： 都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは

地方公共団体がその処理を行っている場合には、そこに委託し処理する。

： 都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは

地方公共団体がその処理を行っている場合には、そこに委託し処理する。

14. 【輸送上の注意】

： 該当しない。

： 該当しない。

輸送の特定の安全対策及び条件： 包装が破損しないように注意する。

荷の転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れ防止を確実に行う。

15. 【適用法令】

： 名称等を通知すべき有害物

(労働安全衛生法第57条の２労働安全衛生法施行令第18条の２別表第９)

人造鉱物繊維 (政令番号   314) ： 90％以下

アルミニウム水溶性塩 (政令番号     37) ： 1.2％以下

鉱油 (政令番号   168) ： 0.2％以下

： 該当しない。

： 該当しない。
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： 第２条別表第１に掲げる作業に限る。

： 粉じん障害防止規則　第２５条に該当する作業に限る。

： じん肺法施行規則　第２条に該当する作業に限る。

廃棄物の処理及び清掃に ： 該当する。

関する法律施行令

16. 【その他の情報】

この資料は取り扱い及び使用者に対して、適切な警告と安全な取扱法を参考情報として提供するものです。

情報は出来る限り正確且つ誠実な物であるよう努めておりますが、使用される環境及び条件については、

弊社がコントロール出来ないため、この使用によって直接的または間接的に損失、もしくは損害を

生じたとしても、弊社はいかなる責任も負いません。取扱いに際しましては、これを参考として自らの

責任において、個々の取扱い等の実態に応じた適切な処置を講ずることが必要であることを理解した上で、

活用されるようお願い致します。従って、本データシートは、安全の保証書ではありません。
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※　原材料の毒性情報等については、原材料メーカーからの情報を引用した。
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